
記載上の注意

中小企業等経営強化法の経営力向上設備に係る生産性向上要件チェックシート

日本医用光学機器工業会
設備の名称 証明書の記載内容と合致していること
設備型式

日医光
チェック欄

“チェック欄”は日医光で記入します。

2015 年 3 月 本税制における年度の定義は、１月１日～１２月３１日の期間を対象にします。
2015 年度 （※１） 販売開始年を裏付けるエビデンス資料を提出してください。

取得等をする年月： 2017 年　　 9 月
②取得日を含む年： 2017 年　　 当該設備は「器具備品」であるので、

②取得を含む年　－　①販売開始年度　が、６年以内ならば、該当になります
②－①＝ 2 年 が一定期間（※２）の要件内

該当する指標を選択し、具体的な効能を記入してください。

「１．単位時間当たり生産量」「２．歩留まり率」「３．投入コスト削減率」のいずれかです。
いずれの指標においても、本制度の趣旨に沿ったものであることを確認してください。

一代前のモデルがないような場合でも、同様な性能もつ機器を抽出し、比較して下さい。

これらの指標数値を裏付けるエビデンス資料を提出下さい。

（ ） 一代前のモデルと当該モデルの指標および販売開始年度は必ず記入してください。

JMOIAⅡ型：当該モデル　（２０１５年販売開始）　の指標「年間消費電力200KWh/年」であり

JMOIAⅠ型：一代前モデル　（２０１３年販売開始）の指標「年間消費電力250KWh/年」の計算式

％

{（２００KWh/年 － ２５０KWh/年）÷ ２５０KWh/年} ÷ ２年 × １００＝ 年平均１０％の消費電力削減
                                  　　　　　　　　　　　　　　　　  ↑
　２０１５年　（当該モデル販売開始年）　－　２０１３年（一代前モデル販売開始年）　＝　２年

＜指標数値＞については、数値や単位、算出式を記載し、
算出結果が「年平均１％以上」を満たすことを確認し記入して下さい。

なお、設備導入による「副次的な効果」は、認められません。

{（２００－２５０）÷２５０}÷２×１００＝-１０％
上記に示す通り、年平均１０％以上の投入コスト削減率向上となるこ
とから「年平均１％以上」を満たすことを確認した。

例：良品数/完成品数、画素数（解像度）の向上　等

例：必要作業時間の短縮率、消費電力削減　等

【様式２】

（※１）販売開始年度はカタログや仕様書等で確認できる、合理的な時期とすること。
　　　　なお、年度とはその年の１月１日から１２月３１日までの期間をいう。
（※２）一定期間は、機械装置：１０年以内、工具：５年以内、器具備品：６年以内、建物附属設備：１４年以内
（※３）新製品であっても、同類の設備がある場合には比較すること。
　　　　比較する装置が全く無い場合は、類似商品が全くないことを事業経過等から明確に証明すること。
　　　　比較指標がなくとも、生産性等の仕様を示す資料は提出すること。

例：時間当たり生成量（個/h）　等
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年 平 均 ： 10

２．非該当

当該設備の一代前モデルと比較して
年平均１％以上の生産性向上を達成
している。
（※３）比較すべき旧モデルが全く
ない場合には、記載不要。

＊以下に具体的に記入する

＊以下に具体的に記入する３．投入コスト削減率

当該設備の販売開始日が、取得日か
ら一定期間に属する年度開始の日以
後であること。

販 売 開 始 年 月 ：

２．歩留まり率

＊以下に具体的に記入する

2013年度販売　JMOIAⅠ型

１．単位時間当たり生産量

＜生産性向上＞　＊以下に数値と算出方法を記入する

① 販 売 開 始 年 度 ：

〇一代前モデル：

〇 当 該 モ デ ル ：

年間消費電力量　２５０　KWｈ／年

年間消費電力量　２００　KWｈ／年

（販売開始年度）

生産要
件の概
要

眼底カメラ
JMOIA　Ⅱ型

＜指標数値＞※比較する指標の数値・単位を記入する

設備メーカ（製造事業者）記入欄

１．該当 ２．非該当

１．該当

＜比較指標＞
(＊)以下の１～３までのいずれかの指標で比較。


